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■ コメント 
・第 18 週は、今年 1例目となる A型肝炎の報告がありました。本疾患は、A型肝炎ウイルス（HAV）
による疾患で、主に、HAV に汚染された食品や水の摂取によって感染します。潜伏期間は 2～6週
間（平均 4週間）で、発熱、全身倦怠感、食欲不振、黄疸等が現れます。特別な治療法はないた
め、ワクチンを用いた予防のほか、トイレの後や食事の前の手洗い、十分に加熱処理された飲食
物の摂取を心がけましょう。 

・福岡県感染症情報ホームページ(https://www.fihes.pref.fukuoka.jp/~idsc_fukuoka/)では、
感染症発生情報、病原体検出情報などをご覧になれます。 

■ 全数把握疾患報告 

病名 
福岡県 全国（前週） 

報告数 累積報告数 報告数 累積報告数 

結核 9  289  234  4,565  

腸管出血性大腸菌感染症 3  37  26  435  

Ａ型肝炎 1  1  9  43  

重症熱性血小板減少症候群(SFTS) 1  2  4  24  

アメーバ赤痢 1  10  8  177  

カルバペネム耐性腸内細菌目細菌感染症 3  32  28  592  

劇症型溶血性レンサ球菌感染症 2  35  27  772  

後天性免疫不全症候群 2  23  10  298  

侵襲性肺炎球菌感染症 3  41  52  887  

梅毒 9  253  192  4,190  

百日咳 1  22  24  243  

■ 定点把握疾患報告数 

病名 
福岡県 全国(前週) 

報告数 定点当たり 前週比 報告数 定点当たり 

新型コロナウイルス感染症 465  2.35  0.99  15,786  3.22  

インフルエンザ 40  0.20  0.66  5,234  1.07  

ＲＳウイルス感染症 169  1.41  0.89  5,379  1.73  

咽頭結膜熱 76  0.63  0.80  2,193  0.70  

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

（警報レベル） 
554 4.62 0.62 14,518 4.66 

感染性胃腸炎 359  2.99  0.61  14,328  4.60  

水痘 30  0.25  0.79  547  0.18  

手足口病 168  1.40  1.65  1,796  0.58  

伝染性紅斑 3  0.03  3.00  92  0.03  

突発性発しん 33  0.28  0.72  980  0.31  

ヘルパンギーナ 5  0.04  0.63  283  0.09  

流行性耳下腺炎 10  0.08  0.83  152  0.05  

急性出血性結膜炎 0  0.00  0.00  13  0.02  

流行性角結膜炎 4  0.15  0.36  426  0.63  

細菌性髄膜炎 0  0.00  - 7  0.01  

無菌性髄膜炎 0  0.00  - 10  0.02  

マイコプラズマ肺炎 2  0.13  0.40  77  0.16  

クラミジア肺炎 0  0.00  - - - 

感染性胃腸炎（ロタウイルス） 1  0.07  0.33  9  0.02  

※新型コロナウイルス感染症について、現在、警報・注意報の基準値は設定されていません。 
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